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３月２３日は、いよいよ卒業式です。 

☆岩満 楓望 さん  ☆菅間 らら さん 

☆木野瀬永和 さん  ☆柴田 一咲 さん 

☆谷端 虹子 さん  ☆吉川  向 さん 

 今年度は、以上の６名が卒業します。  

 この１年間、最上級生として、立派に市木小を引っ 

張ってくれた６年生。卒業式が最後の出番です。この 

６年間で成長した姿を、お家の方と下級生たちにしっかりと披露してください。 

３月２４日は、在校生（１～５年生）の修了式です。在校生の皆さんは、この 

１年間で「成長できた」と思えることがいくつあるでしょうか？新しい学年、そ

して、中学校でも新しい事に挑戦してぐんぐん伸びていってほしいと思います。 

保護者の皆様、地域の皆様には、この１年間、コロ 

ナの影響がより具体的なものとなる中、急な変更等にも 

柔軟に対応いただき、感謝申し上げます。次年度は、コ 

ロナ対応にも変化があるようですが、可能な限り充実し 

た学校生活を子どもたちに提供できるよう、職員一同、 

努力して参りたいと思いますので、今後とも、御理解、 

御協力のほどよろしくお願いいたします。 
 

 

 

２月２２日は、今年度最後の参観日でした。学年毎に普 

段の学習の成果を発表し、この１年間で成長した姿を保護 

者の皆様の前で十分に披露してくれました。 

○低学年：国語・算数の発表や音読劇「お手紙」、演奏等 

○中学年：市木についての調査発表や自分の名前の由来等 

○高学年：宮崎の偉人についての調査発表や劇、演奏等 

間違えても一生懸命な低学年、全員が「寿限無」をしっ 

かりと覚えた中学年、きびきびとした動きが印象的だった高学年、どの学年も「なわ 

とび」に挑戦しましたが、特に新記録を樹立した高学年の「大繩」は圧巻でした。 

 

 

 

３月３日は、お別れ遠足でした。体育館でお別れ交流会 

をした後、縦割りの５つの班に分かれ、ウォークラリーを 

行いながら、市木中学校運動場へと向かいました。お別れ 

交流会では、好きなものから卒業生を当てるクイズをした 

り、名前をあいうえお作文にして紹介したりして、卒業生 

に感謝の意を伝えました。市木中学校では、みんなでドッ 

ジボール等をして盛り上がりました。春の穏やかな日差し 

の中、みんなの笑顔がはじけ、一人一人の心と心が感動でつながる１日となりました。 

卒業・修了おめでとう！新しい挑戦に向かってジャンプ！！ 

今年度最後の参観日。ありがとうございました。 

お別れ遠足。思い出たくさんできました。 

３・４年生の発表 

１・２年生の発表 

５・６年生の発表 



 

 

 

３月２日、今年度最後の全校集会では「やりたいこと、 

なりたいもの、ありたい自分」と題して話をしました。 

 子どもたちに「あなたの夢は何ですか？」と問いかける 

と、「世界中を旅したい」などの【やりたいこと】を挙げ 

る子どももいれば、「サッカー選手」のように【なりたい 

もの】を挙げる子どももいます。また、「周りのみんなを 

明るくできる人」のような【ありたい自分】の姿もまた、 

その子どもの夢だと言って良いのではないかと思います。 

この３つとも、本人の望みであり、願いであるという点では同じですが、特に 3番 

目の【ありたい自分】に関しては、この「本人の望みや願い」の中に、「本人以外の他 

者の望みや願い」も含まれているという点が、他の２つとは少し異なります。他者の 

存在（望みや願い）を意識し、その中で、自分はどのような存在でありたいのか？「自 

分にとって素晴らしいと思えることが他者にとってもプラスであって欲しい。」あるい 

は、逆に、「他者にとってプラスのことが自分にとっての素晴らしいことであったら素 

敵だな。」というふうに、「他者の望みや願いを意識した自分という存在」が【ありた 

い自分】だと思っています。そして、世の中をより良く変えていくのは、多くの人々 

の、そんな【ありたい自分】の積み重ねだとも考えています。 

例えば、世界中を旅するという夢を叶える時、「旅の恥はかき捨て」で旅をするのか、 

「立つ鳥跡を濁さず」でいくのかは【ありたい自分】次第です。また、サッカー選手 

になる夢を実現する際に、「自分の冨や名声」のみを目的とするのか、「みんなが憧れ 

るような選手」を目指すのかという選択も【ありたい自分】次第で違って来ることに 

なります。今、ＳＤＧｓが声高に叫ばれていますが、このＳＤＧｓも、他者（人間は 

勿論、全ての生き物や地球そのもの）の存在をどのように意識し、その望みや願いを 

【ありたい自分】の中にどう位置づけていくのかという問いかけに他なりません。 

【ありたい自分】は、他者のために何事にもやみくもに同調するということではあり 

              ません。逆に、他者を顧みることなくひたすら主張す 

              るということでもありません。何に重点を置き、どう 

う             軽重のバランスを取っていくかという事が大切です。 

               子どもたちにとっては、まだまだぼんやりとかすみ 

             みがかった【ありたい自分】ですが、この学校という場 

で一歩一歩それに近づいて行って欲しいと思います。 

 

 

 

 １１月下旬に植えた「人権の花」が、この冬の寒さを乗 

り越え、順調に育っています。これから、卒業式、新学年 

のスタート、入学式と、子どもたちは、新たな節目を迎え 

ます。この花々が、そんな子どもたちのちょっぴり緊張し 

た心を少しでも和らげる存在となってくれたらと思います。 

新年度も、是非、継続したい校門脇の小さな花壇です。 

 
 

４月の行事予定（主なもののみ） 

７日新任式 始業式 １７日１年給食開始    ２１日参観日・ＰＴＡ総会            

１２日入学式     １８日全国学力テスト６年  

１７日家庭訪問開始  ２０日知能検査２年               

 やりたいこと、なりたいもの、ありたい自分 

「人権の花」、寒さに負けず育っています。 



 


